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ご 挨 拶

校 長 泉 悟

本校では、平成２７年度に「ものづくりの聖地・北上地域」の課題を主体的に捉え、

高校生の柔軟な発想を活かしながら、グローバルな視点をもって探求・解決するための

アクションを考え、発信することを学ぶことを目的とした「きたかみ世界塾」を立ち上

げました。

この「きたかみ世界塾」は、総合的な学習の時間を活用し、北上市職員、いわて NPO

－NET サポートの方々のお力を借りながら、全学年の生徒たちがワークショップ形式で

課題に向き合い、取り組んでおります。平成２９年５月には、北上市と「きたかみ世界

塾」の推進に関する連携協定書を締結し、北上市役所職員の方々のより強力な支援を受

けながら、内容を充実させてきております。

それに歩調を合わせる形で、国際的に活躍するグローバルリーダー育成の観点から

「HABATAKE!黒陵」事業を、平成２８年度より同窓会、PTA、地域企業の皆様からご支

援をいただき実施しております。昨年度実施した第１回に引き続き、第２回の海外交流

事業「HABATAKE!黒陵」に、同窓会、PTA、地域企業の皆様からの多大なるご支援を賜

り、生徒１０名と引率教員１名の合計１１名が、充実した研修機会を頂戴しましたこと

に、厚く御礼と感謝を申し上げます。

今回の研修では、アジア最高レベルの経済先進地の深圳にある、テクノセンターを訪

問しました。このテクノセンターは、日本の中小企業が中国へスムーズに進出できる環

境が整えられており、現在日本からの進出企業は４０社、６０００名の方々が働いてい

るとのことで、大変活気にあふれていたようです。時代にあった刻印づくりに挑戦して

いる東京彫刻株式会社をはじめ、久保田有限公司、オプティロム、第一電材を訪問し、

先進的な技術力で製品を作っている現場を見学する機会を得、また、世界一のドローン

製造会社として有名な DJI への訪問、さらに深圳大学でも研修を深めたと聞いておりま

す。

今回の研修を通して、参加した生徒は将来への意識の高まりとビジョンが明確になっ

たようで、これらの生徒が核となり、本校の生徒たちへ様々な刺激を与え、刺激を受け

た多くの生徒の目が外に向けられ、様々なことに課題意識をもって生活できるようにな

ってほしいと願っています。

同窓会、PTA、地域の方々の多大なるお力添えをいただき、第２回の「HABATAKE!

黒陵」事業も無事に終えられたことに感謝申し上げるとともに、今後もさらなるご支援

をお願い申し上げ、挨拶といたします。有り難うございました。
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ＨＡＢＡＴＡＫＥ！黒陵への思い

同窓会長 伊藤 彬

昨年度創設された「ＨＡＢＡＴＡＫＥ基金」を活用しての第２回の海外交流事業が今

年も３月に香港、深圳を訪問してグローバル人材育成事業が実施されました。

昨年も素晴らしい報告会があり短期間とはいえ高校生の成長ぶりはすごいと感心致し

ました。このような活動の成果が黒陵生の共感を得たのでしょう、今年も多くの応募が

あり、10 名の派遣の選考に苦労したようです。今年も大きな成果を期待し出発致しまし

た。

活動の内容は報告書に詳細が記載されていますが現地でお世話していただいた関係者

の対応も素晴らしかったようであり成果も大きかったようです。皆様に感謝しています。

数年前から始めた「きたかみ世界塾」の授業も北上市役所の若い職員の応援のおかげ

で黒陵らしい人格形成カリキュラムとしてきっちりと根付いていますし、延長線上のこ

の事業の関心が強くなっていることに期待感がますます膨らんできます。

海外研修を経験された学生はその後の目標が明確化されて進路の選択に活かされてい

るとの報告を戴き、これからの益々の発展が期待されています。

これも多くの同窓生、ＰＴＡ、市内の企業のご支援のお陰であり心から感謝申し上げ

ます。

黒陵が目指している国際的に活躍出来るグローバル人材の育成を目指しての文部科学

省認定のスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）の認定のハードルは高いものです

がこのような活用の積み重ねにより実現を目指したいと考えています。

今後もどうぞご支援賜りますようお願い申し上げます。

結団式
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HABATAKE!黒陵への嘱望

ＰＴＡ会長 八重樫 敏

PTA 会長の八重樫と申します。平素より当校 PTA に対しましては格段の御理解と御協

力を賜りまして厚く御礼申し上げます。また、｢HABATAKE！黒陵｣事業がこのように多

くの意欲のある生徒さん達と共に活動されておりますことについても、保護者を代表し

てこころから嬉しく思います。

平成 27 年度からスタートした｢HABATAKE！黒陵｣事業ですが、これまた同時期にス

タートした｢きたかみ世界塾｣事業とともに世界をリードする価値創造型人材育成プログ

ラムとして、本校の教育方針である｢人類社会の発展に寄与する人材の育成｣を実践する

ため、ともすれば本来手段に過ぎない｢進学｣が目的化することなく、生徒一人ひとりが

それぞれの人生の目的を主体的に自覚して高校生活を送るため本校に必要不可欠な事業

になったことは、我々保護者としても非常に頼もしく思うところです。また、この事業

に取り組む過程においては、生徒同士のみならず様々な社会人との関わりがあり、そこ

で得られる学びもとても貴重なものだと思います。

特にも、｢HABATAKE！黒陵｣初年度の学年が、国公立大合格者数において平成始まっ

て以来の好成績を収められたのは、本人の努力や先生方の御指導はもとより、｢きたかみ

世界塾｣事業とともにこのプログラムが果たした役割は計り知れないものがあると思い

ます。

見渡せば、我が黒陵の同窓生の先輩諸兄には、国内だけでなく世界中の様々な分野で

活躍する方々が大勢いらっしゃるわけですが、単にそういう先輩がいるということを知

るにとどまらず、自ら積極的に世界にその身を投じて得られる経験もまた貴重なもので

あり、それを学校に持ち帰って全体として経験や情報を共有することで、この黒陵をも

う一つ上のステージに上げることも期待できるのではないかと思います。

この新たなチャレンジが成功し、子供たちが自信を持って世の中に羽ばたくことを期

待すると共に、我々PTA としても可能な限り支援していきたいと思います。

「ＤＪＩ」見学
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参加生徒報告書

先を見据える

私がＨＡＢＡＴＡＫＥ！黒陵に参加し

たいと思ったきっかけは、将来、日本だけ

でなく世界で働ける人材になりたいとい

う夢があり、その夢を少しでも現実に繋げ

たいと考えたからです。

そのために私がこの派遣で心がけてい

たことがあります。それは、いろんな人の

話を聞き、沢山質問をして、考え方やどう

いうきっかけで海外で働こうと思ったか

を聞き出すという事です。なぜなら、考え

方や海外で働こうと思ったきっかけは人

それぞれあって、少しでも私の夢と重なる

部分、また、私の考えの至らない部分を補

強し、人として大きく成長したかったから

です。

私が特に成長を感じることが出来たの

は、深センにあるテクノセンターという、

中国に進出したいが、どのようにしたらよ

いかわからない、設備などに不安がある日

本の中小企業を支援するという施設での

経験です。グローバル化と言われている現

在の社会において、このような施設がある

ことは日本の中小企業にとってとても画

期的だと思います。そこでは、私にとって

大きな人との出会いの連続でした。まず

は、テクノセンターの中にある、会社の社

長さんの話を聞き、その時におっしゃって

いた社長さんが社員に求める人材の条件

は２つあるという事でした。１つ目は「歩

くのが早い人。」理由は、歩くのが早い人
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は仕事が出来るという事でした。歩くのが

早いということは、しっかりと目的を持っ

ているからという事でした。そこで私は、

「歩くのが遅かった人で、このことを言っ

て変わったと実感できた人はいますか。」

と質問をしました。すると、「もともとう

まくいかなかったひとも自分が何か変え

てみようと思い、何かを変えることが出来

たら、その時点で成長している」という返

答をされ、私は何かを求める時には同時に

何かを変えることが必要だと感じました。

２つ目は「あいさつがしっかりとできる

人。」私たちが実際にそこの工場を見学す

ると、中国人の社員さんたち全員は、社長

さんだけでなく、ただ見学をしに来た私達

にも本当に明るい笑顔で挨拶をしてくれ

ました。その時に私は何かに気付いたと同

時に急に鳥肌が立ちました。日本ではブラ

ック企業という言葉をいたるところでよ

く聞きます。しかし、まず、会社全体で各

個人が明確な夢や目標を持ち、社員全員が

やりがいがあり、とても楽しいといえる環

境作りをすることが先決ではないかとい

う考えが自然と浮かんできました。

また、私はテクノセンターの会長ともい

ろんなことを話すことが出来ました。私が

「世界で働くために必要なことはなんで

すか。」と質問をしたところ、ただ一言「勇

気さえあれば何とでもなる」とおっしゃら

れました。たった一言だけでも、とても重

く感じました。たくさん話をさせて頂いた

後、最後に、「君も早く海外で働きなよ。

そしていつか世界のどこかで会いましょ

う。」と言われ、私は心拍数が上がり、涙

がこぼれそうになりました。

そんななか、仲間の１人に、不安を抱え

ていた人がいました。それは、派遣された

仲間のほとんどと話したことがないとい

うものでした。そこで私は何か話すきっか

けを作れないかと考えながら中国の生活

を送り、そうしていくうちに、周りの仲間

たちは少しずつ彼に話しかけるようにな

りました。さらに、彼も彼自身からみんな

に話しかけるようになりました。そこで私

が感じたのは環境づくりの大切さ、自分に

自信を持つことの大切さ、そして笑顔の大

切さです。自分が何かに挑戦したいとなっ

た時に周りが良い雰囲気だと自然と自信

がついてくるだろうし、そうすると自然と

笑顔になると思います。そうすると、周り

の人からも信頼を得て、また挑戦するきっ

かけになると思います。私はこのような雰

囲気の社会になれば世界の何かが変わる

と考えます。このようなことを私は同世代

の仲間たちから教わったような気がしま

す。

私は今回、とても良い環境に恵まれ、素

晴らしい方々との出会いに恵まれ、また、

志の高い仲間たちにも恵まれる事が出来

ました。私は今回中国への１週間の研修を

通し、とても大きく成長することが出来ま

した。今回学んだ多くの事を生かし、先を

見据えた行動をし、これからの社会に貢献

していきたいです。

最後にこのような機会を作って下さっ

た方々、また支援をして下さった方々に心

より感謝申し上げます。

海外派遣研修を終えて

今回、私が海外派遣研修に参加しようと

思った理由は二つあります。一つ目は、自

分が知らない外国に行って、視野を広げた

いと思ったからです。それと同時に、今の

日本の世界的な位置付けを世界基準で確

かめたいという思いもありました。二つ目

は、将来自分が社会科教員として子供たち

に授業するとき、今回実際に経験したこと

を話せば、子供たちの外国に対する興味、

関心を引き出すことができると思ったか

らです。

正直、深圳という地名はこの事業に関わ

ったことで初めて知りました。経済特区と

いっても知っていたのは上海くらいで、中

国の沿岸南部のことはあまりよく知りま

せんでした。しかし行ってみると現在の中

国の中でも特に栄えているだけあって、高

層ビルが立ち並ぶ近代的な街が形成され
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ていました。

テクノセンターでは、たくさんの方々か

ら海外で活躍していくための強い意志を

感じました。その中でも、私が特に心に残

った言葉について触れたいと思います。

＊中国人は物の広め方がうまい、日本は売

るのが下手くそ

漢文の「矛盾」にもあるとおり、中国人

はできるだけ人に買ってもらおうと度が

過ぎるほどの誇張表現をします。矛盾では

そのことが話のオチとして書かれていま

すが、本来、物を買ってもらいたいなら、

自分の物が一番だと買い手に伝えなけれ

ばなりません。人口が多い中国だからこ

そ、人のことを押しのけてでも自分が生活

していかなければならない環境で培われ

た力です。

＊日本人はＮｏが多い

テクノセンターでお話を伺った、株式会

社「久田」の社長さんの娘さんがおっしゃ

っていたそうです。普段はインターナショ

ナルスクールにかよっている娘さんが、

「日本人学校だとＮｏが多くて息苦しい

から行きたくない」と言ったそうです。こ

れを聞いて私ははっとさせられました。確

かに、「廊下は走らない」「私語をしない」

など否定的なルールがあります。日本の学

校との考え方の違いが垣間見えたような

気がしました。

＊世のため人のため

ＤＩＤ（第一電材）の印南さんがおっし

ゃっていました。第一電材とは、電線の商

社（ものを仕入れて販売する会社）であり、

グローバルインターンシップとして青山

学院大学などからも学生を招いています。

人の命を助けるものや、人の発展につなが

るものへ、商品を提供しているそうです。

また、印南さんは、今の日本を冷静な目で

見つめていました。

今の日本はどんどん人口が減少してマー

ケットが縮小してきている。今後、国内だ

けでは十分な取引ができないのは確定し

た未来だ。そこで、少子化対策や海外出身

の労働者の受け入れ、移民の受け入れなど

も積極的に行っていかなければならない

だろう。

私は、経済に関してあまり知識はありませ

んが、経済の面から見ても将来の日本が危

機的状況にあることがわかりました。

＊中国（深圳）の教育事情

私は将来教師になりたいと思っていて、

中国の教育制度がどのようになっている

のか関心がありました。今回の研修で訪れ

た深圳大学は、国際的なニーズに応じて留

学生を受け入れていることを知りました。

また、私が一番驚いたことは、学生でも起

業できるということです。実際に、ケニア

からの留学生が５万元で起業したそうで

す。もちろん、国の援助をすべきだと認定

されれば、の話ですが。中国の中でもトッ

プクラスの大学を見学できてとても勉強

になりました。

また、現地でガイドをしてくれたウォンさ

んによると、幼稚園に通わせるのにとても

お金がかかるそうです。ですが、小学校へ

入学できるのは幼稚園を卒園した子供た

ちのみで、小学校は幼稚園ほどお金がかか

らないそうです。中学生や高校生は、より

学力の高い大学に入学しようと、朝から晩

まで勉強漬けの生活を送っています。ウォ

ンさんのお子さんも勉強に励んでいると

聞いて、私も頑張らなきゃいけないなと思

いました。

≪まとめ≫

今回の研修で、今までの価値観がガラッと

変わった気がします。何にでも興味、関心

を持つことの素晴らしさ、大切さ。慣れて

いた環境から離れて、一度自分と外の世界

を見つめ直す。海外へ行くという貴重な経

験だったからこそ感じることができたの

だと思います。大学へ進学したら、短期で

もいいので留学して、さらに自分の視野を

広げたいと思いました。そして教師として

子供たちに今回の経験を話し、グローバル

な考えを持つ生徒を育てていきたいと思

いました。
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海外交流事業を終えて

私は 3 月 11 日から 17 日までの 1 週間、

「HABATAKE!黒陵」の海外派遣プログラ

ムに参加いたしました。この 1 週間は、自

分の知らなかったことへの驚きの連続で

あり、また、私の視野を広げる貴重な時間

となりました。

ここで、私のプログラム参加を希望する

に至った経緯や、実際に現地に行って学ん

だことを、簡単にではありますが、綴らせ

ていただきます。

まず、私が今回参加を希望した理由は、

自分の視野を広げる大きなチャンスだと

思ったからです。私は将来、ブライダルプ

ランナーとしてアジアの方々を中心に国

際結婚のサポートをしたいと考えており、

そのために、学生のうちから他国へ渡り、

他国の文化や生活に触れることが大切だ

と考えていました。そんな私にとって、こ

の海外派遣プログラムは絶好の機会でし

た。

プログラム参加にあたって、私はとにか

く目に見えるすべてのものに興味を持ち、

知りたいことはどんどん質問していこう

と心がけていました。それは、グローバル

化の進む今、他国の文化を認め合い尊重し

合う姿勢が必要とされていると思ったか

らです。プログラムに参加したメンバー以

外の黒陵生にも中国の文化を伝え、それを

理解してもらうことではじめて、このプロ

グラムは成功したといえるのだと思いま

した。そのためには、私自身が 1 つでも多

くの学びを日本に持ち帰ることが必要だ

と考えました。

中国に行って、まず初めに思ったこと

は、日本で報道されている程度よりもはる

かに空気はきれいで、緑も多くあるという

ことです。日本では連日、中国の環境問題

について報道されていますが、それは一部

の地域に限ったことで、私たちの訪れた深

センというところは、とても過ごしやすい

環境でした。

私はテレビや新聞などのマスメディアで

得た情報を頭に入れて中国へ渡りました

が、そこで報道と現実のギャップに気付か

されることになりました。情報を耳に入れ

ても、実際に自分の目で見ないと真実はわ

からない。まさに「百聞は一見にしかず」

だと感じました。 次にテクノセンターで

中国のモノづくりを実際に見学してみて

感じたことを綴ろうと思います。

私は‘made in china’の製品は、壊れや

すく、日本の製品より劣っているものだと

勝手な想像を抱いていました。日本には、

このような考えを持つ人が少なくともい

ると思います。ですが、今回、企業の見学

を通して日本のモノづくりを脅かす力を、

中国は秘めていると感じました。中国人

は、まじめで勤勉な方が多くいるとすべて

の企業の方々からお話をいただきました。

実際に見学してみても、やはりモノづくり

に向かう姿勢が熱心であると感じました。

製品の品質は日本と変わるところはなく、

自分が今まで抱いていた中国のモノづく

りに対する偏見が恥ずかしく思えました。

これらは、今回の研修がなければ気付く

ことのできなかったことかもしれません。

この時、改めて自分の目で真実を確かめる

ことの大切さに気付きました。

今回の研修で、私は多くの収穫を得るこ

とが出来ました。一番の収穫としては、自

分で確かめる前に決めつけなくなったと

いうことです。自分の目、耳、鼻、口、感

覚で感じたものを信じるようになりまし

た。

また、自分の知らない世界を積極的に知

ろうという求知心が旺盛になりました。そ

して、自分の既存の知識が偏ったものであ

ったかということも同時に気付くことが

出来ました。 グローバルな社会に対応で

きる人間になるためには、いち早く偏見を

捨てていかなければならないと、この研修

で知ることが出来ました。

今回このような素敵な経験が出来たの

は、同窓会の方々、保護者の方々、その他

多くの方々のご支援とご協力があったか

らこそだと思います。心から感謝申し上げ
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ます。本当にありがとうございます。

この経験を人生の大きな糧にし、グロー

バルな人材として世界に羽ばたいていけ

るよう、感謝を忘れずに日々精進してまい

りたいと思います。

本当にありがとうございました。

海外研修を通して

私は、高校生のうちに一度海外に行って

みたいという思いから参加を決意しまし

た。海外研修に行った目的は二つありま

す。一つ目は、文化の違いを実際に肌で感

じることです。二つ目は、自分の視野を広

げるためです。

私の中の中国は、黄砂が飛んでいて空気

が悪く、少し自分勝手な人達というイメー

ジでした。しかし、現地に着いたとき空気

の悪さは感じられず、自分が思っていたも

のとは全然違って驚きました。

はじめに訪れた深圳テクノセンターで

は、西村さんから会社の説明や深圳につい

てお話を伺いました。今までテクノセンタ

ーでは、中国に進出した日系企業が円滑に

運営できるようにフルサポートしてきま

したが、最近では会社のニーズに合わせサ

ービスを変え主にインフラの供給をして

いるそうです。また、中国は日本より人件

費が安いとよく言われますが年々高くな

ってきています。しかし、給料に対して土

地代が高すぎて暮らすことが大変という

のが現状です。土地は売買がつり上げられ

るため、中国では「今買わないともっと高

くなる」という風潮からローンをしてでも

買う人が多いそうです。さらに話の中で、

土地は政府が管理していて期限があると

いうことを初めて知りました。

次に、金型の設計など金属加工と製造

をする、株式会社ヒサダを訪れました。本

社は名古屋にあり 2002 年から中国で工場

を開始しています。ヒサダでは下請けを行

っているのですが、これは日系の企業だけ

です。理由として中国の企業は後払いだっ

たり、考え方の違いがあるため日本に限定

しているそうです。また、会社の方針は「人

に喜んでもらう」です。具体的には、QCD

（クオリティー、コスト、デリバリー）で、

日本で沢山買ってもらえるように安いけ

ど良いものを作ることを心がけています。

さらに、説明の後は工場に行き実際に働い

ている様子を見学してきました。とても印

象的だったのは、働いている方が笑顔であ

いさつをしてくれたことです。社長の久田

さんによると、ここでは人間性を大事にし

ていて、その中の一つに挨拶をすることが

含まれているそうです。日本のような礼儀

正しさに親近感を持ちました。また、工場

では細かい部品を扱ったり組み立てなど

の作業が多いのですが、働いている女性達

はとても集中力が高く真面目な姿に私は

とても驚きました。中国の方々は責任感が

強く、仕事をきっちりこなしてくれるた

め、久田さんもとても助かっているそうで

す。

この後、第一電材にも行き、今の日本の

経済についていろいろな話を聞くことが

できました。

他にも、今回の研修では深圳博物館や

DJI にも行ってきました。まず、深圳博物

館では深圳の歴史や民族文化などを見て

きました。人々の暮らしがどのように移り

変わってきたのか写真や実際に展示され

ている物を見ながら学ぶことができまし

た。深圳は元々何もない土地でしたが、経

済特区に指定され一気に発展した都市で

す。「時は金なり 効率は命」という言葉

があるように、ものすごい早さで建物の建

設が進められました。実際に深圳の町並み

は、東京よりも高いビルが沢山あります

また、DJI とはドローンを作る会社のこ

とです。ここでは、撮影用のドローンや肥

料をまくための農業用のドローンなどを

開発しています。最新のドローンは人の手

の動きに合わせて飛ばすことができ、最先

端の技術を見ることができました。さら

に、ドローンの映像を VR で楽しめること

など今まで知らなかった知識を沢山得る
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ことができました。そして、少しだけでし

たが VR の体験もすることができました。

また、私たちは深圳大学にも訪れまし

た。深圳大学は、日本の東大のようにとて

も頭が良い学校で、学部が豊富で留学生を

沢山受け入れています。昨年の留学生は

130 人ほどで、一番多いのは韓国の学生だ

そうです。留学について、日本の教育は世

界で認められているため留学するのはと

ても簡単になっています。今までに留学し

てきた日本人学生は 40 人と少ないためど

んどん留学してほしいと学長さんがおっ

しゃっていました。さらに、深圳大学の特

長は、学生のうちに起業できるということ

です。起業するにあたり、大学からも支援

金が出るなどとても充実した環境が作ら

れていて驚きました。

最後に深圳と香港を訪れてみて、私は岩

手や日本とは違うものを沢山見たり聞い

たりしました。都市部は超高層ビルと道ば

たにある沢山の自転車、でも少し離れると

壁が崩れかけたマンションやボロボロの

道路。貧富の差を目の当たりにしてショッ

クを受けました。自分が外国人として中国

に来て、日本で英語が通じないように、中

国でもほとんど英語は通じません。しか

し、看板や表示を見ると漢字や英語で書か

れていて、なんとなく意味がわかることも

あり言語や文化の違いをいろんな場面で

体験しました。そして、これからグローバ

ル化していく中で、英語ともう一つの言語

を学ぶ重要性を感じました。外国人とコミ

ュニケーションをとることは簡単ではな

いけれど、世界で通用する人になるために

は大きなポイントの一つだと思います。

今回の海外研修は 10 人だけでしたが、

私たちの他にも外国に興味のある黒陵生

は沢山いるはずです。より多くの生徒が海

外に行くチャンスを持てるように願って

います。貴重な体験をさせて頂き本当にあ

りがとうございました。

深圳での成長

私が今回「HABATAKE！黒陵」に応募し

た当初の理由は、現在急速に発展している

中国の進んだ技術を学ぶことで、将来の選

択の幅を広げようと思ったからだった。し

かし、この研修を通じて中国の技術だけで

なくコミュニケーションの大切さも学ぶ

ことができた。

出発する前日まで、言語の通じない異国

の地での研修に不安でいっぱいだった。日

本ではメディア等で中国人の悪いニュー

スばかり放送するため、その時の自分には

中国人に対して「冷たい」「不真面目」と

いった悪いイメージがあり、現地でうまく

コミュニケーションできるのか心配だっ

た。しかし、実際に中国に行ってみると、

中国の人は私が中国語を話せないとわか

ると身振り手振りで説明してくれた。困っ

ているときは嫌な顔一つせずに助けてく

れた。その時に、我々日本人が今まで持っ

ていた中国人に対するイメージは間違っ

ていて、中国人は日本人と同様に親切であ

ると感じた。それだけではない。日本人は

街で出会った外国人に話しかけられたと

きに会話を拒絶しがちだが、中国人は、た

とえ言葉が分からなくてもどうにか相手

の言いたいことを理解しようとしていた。

彼らは、親切なだけではなくコミュニケー

ション能力も高く、どんな相手にも積極的

に会話ができるのだ。

深圳でもう一つ学んだことがある。それ

は、中国製品は品質が悪いという考えはも

う古いということだ。中国はここ数年で急

速な発展を続けていて、今も発展してい

る。確かに数年前には品質の良くない大量

生産の時代があったかもしれない。しか

し、それも昔の話、今は中国製も日本製と

同じくらい品質が良く、しかも日本製より

も安い。今話題のドローンは、その生産の

９割以上が中国製で、今回の研修でも中国

の大手企業である「DJI」を見学したが、

手のひらに乗るほど小型なものや、人の手

の動きをカメラで検知して操作するもの

など、驚くべき技術だった。今までは中国
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が日本製を真似していたが、これからは

「中国を真似する時代」なのだということ

を改めて実感することができた。

私はもともと、人とコミュニケーション

をとるのが苦手で、初対面の人に積極的に

話しかけることができなかった。しかし、

今回の研修でたくさんの中国の人たちと

出会って、仲間たちと共に中国の人たちと

交流することで、たとえ言葉が通じなくて

も、消極的にならずに自分から話しかける

自信が持てるようになったと感じた。さら

に、一部のメディアが報じるニュースを鵜

呑みにして「中国人って…」と決めつけて

コミュニケーションを拒むのは日本人特

有の悪い癖であると学んだ。

私は今回、日本語の通じない海外で研修

したことで、偏見を持たずに相手とコミュ

ニケーションをとることの大切さを学ぶ

ことができた。また、日本と文化も考え方

も違う国で一週間生活することで、今まで

当たり前だと考えていたことが、海外では

当たり前ではないのだとわかった。私はこ

の研修で自分を変えることができた。ぜ

ひ、日本のたくさんの人に海外に行き、自

分の目で見て、自分を良い方向に変えてほ

しい。最後に、今回このような機会を与え

てくださった同窓会の先輩方、先生方、そ

して両親に感謝します。

実際に中国に行ってみて

私は中国とはどのようなところなのか

を知るために「ＨＡＢＡＴＡＫＥ！黒陵」

に参加しました。日頃から中国については

悪いニュースが報道され、周りの人々も中

国にはあまり良いイメージが無いようで

した。しかし私は中国が本当に悪い国なの

かが疑問で、一度でいいからいつか実際に

行き、自分の目で見て判断したいと思って

いました。そのようなときにこのような事

業があるという事を教えてもらい、参加し

たいと思いました。

日本から香港に行き、そこから中国に入

国しました。滞在期間のほとんどを深圳で

すごしました。深圳は車線が日本とは違

い、右側通行でした。しかし香港は日本と

同じく左側通行でした。また、香港も深圳

も、地震が起こらない地域ゆえに高層ビル

がたくさん建っていました。それらに夜遅

くまで明かりが点いていたので夜景がと

ても綺麗でした。滞在したのは３月中旬で

したが、半そででも問題ないほど気温が高

かったです。

主な目的である研修で深圳テクノセン

ターの中のある企業の方のお話を聞かせ

ていただいたときの、「何をするのにも一

番大事なのは人間関係や信頼関係を築く

こと。」という内容の言葉が一番心に残っ

ています。そのあとでその方の企業で作っ

たものは今まで不良品を出したことがな

いと聞いて、とても納得しました。きっと

人間関係に重きを置く考え方だから成功

したのだと思いました。私も日常生活で、

効率などよりも人間関係を大事にしてい

きたいと思いました。また、その方は中国

について「人が５０倍もいれば良い奴も悪

い奴も５０倍ずついる」と仰っていて、そ

れがとても腑に落ちました。

食事はほとんど中国料理でした。どれも

たくさんの量が出てきて食べきれるのか

不安になりましたが、マナーとして少し残

すことがお腹いっぱいという意味になり、

食べきってしまうと失礼にあたることも

あると聞き、日本とは考え方がまったく違

うと感じました。夕食で一度、四川料理を

食べることになったのですが思っていた

よりも辛く、何も食べることができません

でした。しかし、添乗員の方とガイドの方

がお店の方に辛くない料理を頼んでくだ

さり、とてもおいしい炒飯を食べることが

できました。

実際に中国に行って、嫌なことはなにも

起こりませんでした。それどころか、とて

も良くしてもらいました。今まで中国の悪

いことばかりを流していたニュースは偏

向報道なのだとわかりました。中国が悪い

イメージを持たれていることが悔しいと

思うので、両親や友人達に中国で良くして
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もらったことや楽しかったことをたくさ

ん話しました。何か物事を見定めるときは

メディアや周りの考えに流されず、実際に

自分で経験してみることがとても大切だ

とわかりました。これからも今回得た行動

力を糧にして世界に羽ばたきたいです。

中国を訪れて

私は、３月１１日から１８日までの間

「HABATAKE!黒陵」の研修で、中国の香

港と深圳に行き、大学や企業見学をしてき

ました。この一週間は、普段、日本にいる

だけでは体験できない様々な経験をし、海

外に目を向けることの大切さを学ぶこと

ができました。

私がこの研修に参加したいと思った理

由は２つあります。１つ目は、私は社会科

の教師になることを将来の目標にしてお

り、授業で教えるような海外の文化や風土

を実際に見て、生徒たちに教えたいと考え

ていたからです。２つ目の理由は、私は日

本史が好きで、高度経済成長期のような発

展を続ける中国をじかに感じて、歴史を直

に感じたかったからです。

３月１１日の朝に北上駅から東京へ向

かい、午後１０時ころに、香港の空港に到

着しました。香港の空港はとても広く、空

港内に電車が通っていたり、鳥が飛んでい

たりと、「もうここは日本ではない」とい

うことを初めて感じました。街並みも東京

でも見られないような高層ビルが立ち並

びより一層異国の地にいるということを

感じました。バスで２時間ほどかけてホテ

ルに着きました。ホテルのフロントに入

り、疑問に思うことがありました。ホテル

のエレべーターの１階の表記が「１」では

なく、「Ｇ」だったことです。私は、イギ

リスでは１階が Ground Floor、２階が

First floor、３階が Second Floor という

ように、階数の考え方が日本とは違うとい

うことを、知っていました。しかし、ここ

は中国で、イギリスではありません。その

ような疑問を持ちながら、１日目は終わり

ました。

３月１２日～１３日の２日間は「テクノ

センター」に企業見学をしに行きました。

そこで知ることができたのは、私の志望理

由の１つでもある中国の発展の歴史です。

テクノセンターは、日本の中小企業の中国

進出をサポートするために建てられた施

設です。現在では、宿舎、食事や医療など

の労務支援や上下水道や空調などのイン

フラ供給を労働者のために行い、宿舎の家

賃で利益を得ています。

私がテクノセンターで学んだことは２つ

あります。

１つ目は「株式会社ヒサダ」さんのお話

です。そこでは QCD（クウォリティー コ

スト 指定日納入）を意識して、仕事に取

り組んでいます。そのためは、「あいさつ

ができること」と「歩くのが早いこと」の

２つを会社の方針にして、この二つをでき

る人が仕事ができる人としているそうで

す。「あいさつができる」は、気持ちがよ

く、相手も自分もいい気持になるから。「歩

くのがはやいこと」は目的に向かって歩く

と早く歩けるので、仕事も早くなるから。

という理由で方針にしているそうです。と

くに２つ目の「あるくのがはやい」と仕事

ができるという考えは、今まで聞いたこと

がなく、決めたらすぐにやることやチャレ

ンジ精神にもつながると感じたので、実践

してみたいと思いました。

２つ目は、「DID」さんのお話です。今

回の研修でこのお話が最も衝撃を受けま

した。それは、「日本はもう衰退の未来し

かなく、英語はもちろん、スペイン語や中

国語などを含め三か国語以上の語学力が

当たり前の世の中になっていく」というも

のでした。なぜ日本が衰退の未来しかない

のかは、「日本は少子高齢化が進んでおり、

労働者階級の減少が著しい。労働者階級の

減少は、そのまま国力の低下につながるた

め、日本は移民政策などを取り入れない限

りは、自国での経済発展は、難しい」とい
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うものでした。私は今まで、英語ができ、

いい会社に入ればよいと本気で考えてい

ました。しかし実際に、中国の町で、現地

の人と会話をしてみると、英語は通じませ

んでした。ここで初めて、英語は完全では

ないということを知り、感じました。また、

東芝やシャープの事業縮小など、大企業で

も将来安泰とはいかない社会となってい

ます。そのため、まず、大学進学後は、複

数の言語を学び、就職を日本国内だけでな

く、海外にも目を向け、起業することも視

野に入れたいと考えています。

３月１４日は深圳市の博物館や民俗村

に行きました。博物館で、印象に残ったこ

とは、深圳の発展のスピードです。出国前

に情報は知っていましたが、実際に、昔の

市の街並みや、風景の写真やモデルを見て

みると、たった数十年前とは思えないほど

田舎で、現在の姿とはまったく違ったもの

でした。ここまで進化を遂げていて、さら

に終わりが見えない中国の発展で、より日

本に居続けることへの危機感が強まりま

した。

民俗村では、中国の文化に直接触れるこ

とができました。日本では見られない独特

の文化を体験することができました。私が

特に、独特と感じたのは、食事の仕方です。

四川料理では、食べる前の儀式として、食

器をお茶で洗います。お茶で清めるという

考え方は、日本にはあまりないと思うの

で、新鮮でした。

３月１５日は深圳大学を訪れました。深

圳大学は、オバマ前大統領の弟も在籍して

いた、中国内で最もエンジニアを輩出して

いる大学です。そこで感じたのは、日本と

海外の考え方の違いです。深圳大学で生徒

に求めていることは、①健康であること②

高校を卒業していることの二つだけだそ

うです。そこで感じたのは、日本では、偏

差値の高い良い大学に入り、知名度の高い

良い企業に入ることが、いいこととされて

います。しかし海外は違っていて、大学で

は、何を学び、どう行動するか。社会に出

てからは、どう自分をアピールし、自分で

会社を起業することに重点を置いていま

す。大学生で起業する人も数多くいるそう

です。この差が、日本と海外との差をどん

どん広げていってる原因であると感じま

した。グローバル化がどんどん進んでいく

中で、日本のように、受動的で、ゴールが

偏っている現状が本当に正しいでしょう

か。日本はさらに変わっていかなければな

らないと強く感じました。

３月１６日の香港観光のバスのガイドの

お話で、最初の疑問を解決することができ

ました。香港はもともとイギリスの統治下

にあったそうです。これによって、なぜ香

港で英語が通じるのか、またなぜホテルの

１階が「Ｇ」の表記だったのかが分かりま

した。

１３年前の２００５年。中国人は戦後間

もない日本のように、街頭でテレビを見て

いました。町の治安は悪く、買い物も安心

してできなかったといいます。しかし現在

の中国は GDP がアジア最大となり、スマ

ートフォンなどの電子機器も一人一台が

普通となっています。日本人が中国人と聞

くと、爆買いや尖閣諸島の問題など「自分

勝手」という悪いイメージが大きいと思い

ます。では、なぜ中国はそのようなイメー

ジがついてしまったのか。その理由は、日

本のメディアの影響です。中国には１０億

人以上の人がいます。そのため当然いい人

もいれば、悪い人もいます。それを利用し

て、悪いところだけを映し出し、これが中

国人そのものであるかのように報道する

メディアが大きな理由の一つです。

もう一つの理由としては、中国がこのよ

うな発展を遂げたのと関係があるそうで

す。中国は、東南アジアや南アジア、東ア

ジアなど、さまざまな国々と接していま

す。また海と接している面積も広く、昔か

ら多くの国々と貿易を続けてきたため、人

種的に交渉が上手です。さらに中国は、人

口もとても多く、日本のように平等にみん

なで分け合うということには、いかなかっ
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たそうです。そのため競争心が強く、どう

しても他の国の人から見ると、自分勝手に

見えてしまうことがあり、それが悪いイメ

ージにつながっているそうです。しかし、

そのことを知っている日本人はどれくら

いいるでしょうか。どうしてそのようなこ

とになっているのか。それを知るための手

掛かりとして「歴史」は非常に有効である

ということを今回の研修で強く認識しま

した。日本がアメリカを追い越したよう

に、確実に中国や東南アジアの国々が日本

を追い越す日がやってきます。しかし、そ

こで悲観的になるのではなく、アメリカが

また、復活したように、落ち着いて、日本

人としてどう行動していくかが、私たち若

者がこれから求められていくことだと思

います。今回の研修を通して、文化を学ぶ

という最初の目標のほかに、中国という他

の立場から、日本を見つめなおすという貴

重な経験をすることができました。

最後に、PTA や同窓会、地域の方々の協

力があって、このような体験をすることが

できました。この経験を、今後の生活や進

路達成に役立てていきたいと思います。本

当にありがとうございました。

初の海外研修

私は今回「HABATAKE!黒陵」第２回の

メンバーとして中国の深圳と香港に行っ

てきました。そこで日本にいるだけでは想

像することも無かった貴重で大切な経験

をすることができました。また、改めてニ

ュースや新聞などで見聞きしたことだけ

が全てではない「百聞は一見に如かず」と

いうことを痛感しました。私が知ったこと

は中国のほんの一部にすぎませんが学ん

だこと経験したことをこのレポートにま

とめたいと思います。

まず、テクノセンターについてです。テ

クノセンターは海外進出を容易にできな

い中小企業の中国進出をサポートするた

めに設立されました。では、なぜ中小企業

が海外進出をしなければならないのでし

ょうか。それは、急速な円高、日本国内市

場の縮小、アジア新興国市場の拡大に伴

い、企業の海外生産が進んでいて、海外進

出の検討を余儀なくされているからです。

それではテクノセンターが具体的にどん

なサポートをしているのか、大まかに分け

ると、輸出入支援、インフラ供給、労務支

援、駐在員支援の４つです。そして、その

サービスはニーズによって変わり柔軟に

対応できるようになっています。これだけ

だとただの企業紹介になってしまいます

がここのすごい所は日本人社員がほとん

どいない中でもしっかりとしたコミュニ

ケーションと対応ができているというこ

とです。話す言語がまばらでもしっかりと

働けるこの時点で私はとてもすごいと感

じました。このテクノセンターに入ってい

るのは現在約２０社で独立した、出て行っ

た企業も含めると約１００社です。私はそ

の中で３つの企業を見学させてもらいま

した。そこでは様々な国の人が不良品を作

らないよう日夜頑張り、自分の仕事に責任

をもち終わるまでは残ってやるという風

にとても責任感が強く誠実だということ

も分かりました。しかし、まだ中国企業に

は契約書が適当でお金も払わない所もあ

るらしいので日本企業の仕事のみを受け

ている企業もありました。企業見学を通し

て私は現状を把握し問題から目を反らさ

ずにビジョンを持って行動することが必

要となり、その行動は早いほうがなおさら

良いということを学びました。日本の企業

見学では学ぶことができない特別な体験

ができここで中国のイメージもガラリと

変わりました。

次に世界で最近話題になっているドロ

ーンの会社 DJI を見てきました。そこには

様々な最先端の技術が使われたドローン

がたくさんあり中国の技術が最先端だと

いうことが実感できました。今まで日本の

技術も結構進んでいると私は思っていま

したがこの会社を見て正直に言うと日本

があまり発展していないように思ってし

まい日本は確かにこれから危なくなって
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しまうということに否定を自信をもって

言うことができなくなりました。しかし、

それとは逆にそのような会社で働き新し

いものの開発をしたいという気持ちも湧

いてきました。

その後、深圳大学と呼ばれるとても大き

な大学を見てきました。この大学は深圳と

共に成長してきました。敷地面積や在校生

はとても多く学生の中には多くの留学生

もその大学で学んでおり、大学側もそんな

留学生を待っていると仰っていました。学

費は日本とそれほど変わらず、国からも資

金援助されるということで在学中の留学

生の起業が盛んだということがわかりま

した。その一方で日本人留学生が起業する

ということは少なくそこにも日本と中国

いや世界との差があると感じました。そん

な中、この大学は日本人留学生への待遇が

とても良く合格率は日本人特別でほとん

ど１００％だそうです。国からの多大な資

金援助を受けながら世界中から留学生を

受け入れさらに入学した人たちはそれぞ

れで新しい企業を設立していく。こんなこ

とがあるならば逆に技術発展しないほう

が可笑しいでしょう。そこで私は中国深圳

の成長してきた理由を垣間見ることがで

きたと思います。

あまり要点を絞れずに長々と書いてし

まいましたが最後のまとめとして、私が

この研修に参加を希望した理由は自分の

将来に自信がもてず、本当に今自分がや

りたいと思っていること以外のことを知

らなくても良いのか、視野を広げず１点

だけを見ていて良いのかと不安になった

からです。しかし、この研修が終わり日

本に帰って来たとき今まで自分が考えて

こなかった分野に興味が湧き不思議とや

ってみたいと思いました。また、マスメ

ディアからは危ない、汚い、パクリ商品

などの中国の悪い部分ばかりが報じられ

てきました。確かにそれらが全く違うと

は言いません。今回の研修でそこら辺の

部分を感じることもありました。しかし、

それらは日本に無いと言えるのでしょう

か？中国は日本と比べものにならないく

らい大きく人口も多いです。では、その

分犯罪が増えるのは必然ではないでしょ

うか。私たちが持っている中国人のイメ

ージそれは中国人の一部であり今回触れ

合ってきた人たちは皆優しくて、勤勉で、

責任感が強く、今まで持っていたイメー

ジを覆すのに十分足りえました。日本で

どれだけ偏った情報だけが流され、中国

がどれだけ現在進行形で技術が発展して

いるのか、そしてそれを未来の私たちは

どう乗り越えていくのか。現在の状況と

これからの未来どうするべきか、よく学

ぶことができそして考えさせられまし

た。今回の研修で学んだことをこれから

の進路、できることなら日本にも役立て

るように、歩みを止めずに日々この経験

を生かして学習に励みたいと思います。

本当に最後になりますが、この企画を

計画、実行し、そのための費用を出して

下さった皆様、本当にありがとうござい

ました。そして、このレポートにまとめ

たことは本当に極一部でしかありませ

ん。なので、一度自分の目で中国の現状

を見て先入観をなくし良いイメージを新

たに持っていただけると幸いです。

はばたいてみて感じたこと

今回私が「HABATAKE！黒陵」に応募

した一番の理由は実際に世界の様子を自

分の目で見て世界に通用する人になりた

いと感じたからです。参加する前は、グロ

ーバルな人材が求められる中、具体的に自

分がどのようなモチベーションを持ち、日

ごろからどのような努力をするべきなの

か分かりませんでした。しかし、参加して

みて「私は世界に出て働くのだ！」という

意識を持ち、世界の情報に常に目を向ける

べきだと感じました。

皆さんは「中国」と聞いてどのような事

を思い浮かべるでしょうか。ニュースなど

を見て、空気が汚い、マナーが悪い、すぐ

真似をするなどマイナスのイメージが強
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いと思います。そして結果中国の方々を下

に見てしまうことがあると思います。確か

にそのような一面も実際にはあるのかも

しれません。しかし今回の研修を通して日

本のメディアを疑いたくなるほど、たくさ

ん中国の良いところを見たり聞いたりす

ることができました。

今回の研修で印象に残ったことをピッ

クアップしたいと思います。

株式会社ヒサダでは社長の久田さんか

らお話を頂き、工場見学もさせて頂きまし

た。久田さんのお話で心に残ったことは３

つあります。1 つ目は挨拶が大切だという

ことです。国が違っても、挨拶がコミュニ

ケーションをとるための第一歩だという

ことを再確認しました。2 つ目は中国の方

はルールを決めれば絶対に守るなど責任

感が強いということです。工場見学の際実

際に社内のルールをいくつか教えて頂き

ました。3 つ目は文化・考え方の違いは我

慢して良いこともあるということです。自

分の常識と違うことを楽しむという広い

心が必要だと感じました。

第一電材では現状を把握すること、問題

から目をそらさないということ、ビジョン

を持つこと、夢や目標をもつことの 4 つが

必要だと教わりました。世のため人のため

に行動するために必要不可欠なこの４つ

を大切にして生きていきたいと思いまし

た。

街を歩いたり、お店を見たりしていると

きは中国の方々の優しさを感じました。と

てもフレンドリーな方が多く、会話がうま

くできないときはスマートフォンなどを

使って話してくれました。「中国は人口が

多いので、悪い人が日本の何倍もいるかも

しれないけれど、反対を言えば何倍もいい

人がいる」と研修先の方々がおっしゃって

いました。実際に街に出ることでそれを実

感することができました。

私はこの研修を通して世界で通用する

人間になりたい、そして、自分の目で世界

の様子をもっと見たいと感じました。参加

する前と参加した後では 180 度ものの見方

が変わったと思います。もっと多くの方々

に挑戦していただきたいです。中国に抵抗

を示す方もいると思いますが、「百聞は一

見に如かず」なので一度行ってみて頂きた

いと思います。なぜ中国が研修先なのか納

得できるはずです！

最後に協力して頂いた皆様に感謝申し

上げます。

中国の現状

私は将来世界で働きたいと考えていま

す。いま世界の中心である中国を実際に見

ることはこれから世界で活躍して働く時

に役にたつと思い、参加しました。

初めにテクノセンターで働いている西

村さんに話を聞きました。そこで、テクノ

センターと中国について話を聞きました。

テクノセンターは香港の会社で、日本の中

小企業の中国進出をサポートする会社で

す。テクノセンターはインフラ設備や就業

ビザ手続きなど企業のサポートをしてい

ます。企業ができないことだけを手伝うの

で、企業によってサービスの形は様々で

す。ストライキなどの問題には中国政府か

らの支援が取れるような体制になってい

ます。しかし、お金を貸すことと物を作る

ことはできないです。テクノセンターのよ

うな会社があると中国や世界に日本の企

業が進出しやすくなって、日本ももっと活

気強くなると思います。

今の中国を一言でいうと日本のバブル

です。たった 5 年前の話も古い話になるく

らいどんどん新しくなっています。また、

外国との関わりを持たないで欲しいから

LINE などの SNS も使えなくなっていま

す。さらに、インターネットの検索には

NG ワードもあるようです。日本に住んで

いたらこんなこと考えられないので、とて

も衝撃を受けました。また、中国の社会保

障の仕組みを聞き、日本は本当に恵まれて

いる国だと実感しました。日本では病院に

行けばどんな人でも医療を受けられる仕

組みになっています。しかし、中国では最
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初にお金を払わないと医療を受けられな

い仕組みになっています。たとえ難病で苦

しんでいる子供が入院していても、お金が

ない人は治療してもらえないのが中国の

現状です。世界にはこのような国がたくさ

んあると聞き、心が痛くなりました。

次に久田さんにお話を伺いました。久田

さんは０から始めたいと思ったから機械

１つと社員１人で中国にきたそうです。

NHK のクローズアップ現代という番組に

も特集を組まれるほどすごい会社です。久

田さんの会社では挨拶をとても大切にし

ています。実際に工場内を見学させてもら

った時にも社員の皆さんが笑顔で気持ち

のいい挨拶をしてくれました。久田さんは

歩くのが早い人は仕事ができると考えて

います。それはなぜかというと、歩くのが

早い人は目的に向かってまっすぐ進むか

らだそうです。意識をして早く歩くことか

ら始めるのもいいそうなので、これから実

践してみようと思います。久田さんは私た

ちに行動した後悔より行動しない後悔の

方が奥が深いということを教えてくれま

した。だからまず、挑戦することが大切な

事を教えてくれました。私もまず挑戦をし

ていきたいです。さらに、中国人は悪い人

が多いという人もいるが、それは日本より

人が多いからだそうです。人が多い分日本

よりも悪い人もいるそうです。私も中国に

行く前は悪いイメージも多かったです。し

かし、日本よりいい人も多いそうです。日

本にだって悪い人はいます。いい人もいま

す。中国人だからと先入観を持つのではな

く、その人自身を見たいと思いました。

最後に第一電材の印南さんにお話を聞

きました。この会社は、電線などを作って

いる会社です。世のため人のためをモット

ーにしているのでパチンコや核兵器のた

めには絶対に使わないそうです。わたしは

今回の研修を通して、印南さんの日本の危

機についての話が一番印象に残りました。

日本は少子高齢化で人口がこれからもど

んどん減っていくのは予想ではなくて確

定している事です。そのため、日本のマー

ケットもどんどん小さくなっていきます。

だから、日本だけで売っていたらどんどん

マーケットは小さくなっていくばかりで、

世界を視野に物を売っていかないといけ

なくなります。働く人も減少しているた

め、海外労働者の受け入れや移民の受け入

れも積極的に行う必要があると思います。

海外の進歩はすごく早いです。それは生産

力の違いが大きいです。中国は働く人、た

くさん働きたい人が多いです。それに、勤

勉で自分の仕事は必ず終わらせるし責任

感がとても強いです。中国、世界に勝つた

めに日本はやらなければいけないことが

たくさんあると思います。日本の品質の良

さは世界でも評判が高いので、それを売り

にしてこれからさらに世界を舞台にして

進出していけたらいいと思います。また、

日本の雇用を守っていくことも大切だと

思います。

今回の研修を通して視野がとても広が

りました。世界でも最先端を走っている中

国の深センに今いくことができて本当に

良かったと思います。これからは今まで以

上にグローバル化が強さを増していくと

思います。その時に今回の研修が絶対に役

にたつと思います。自分の武器を作り、そ

れを磨いて世界中の人に負けないように

したいです。また、英語を武器にできるよ

うに今から勉強を頑張りたいです。さら

に、今回一緒に参加した人たちと出会えた

ことも本当に嬉しく思います。それぞれ将

来の夢は違うけれど海外を視野に入れて

いる仲間がいる幸せを感じました。将来に

ついて深く語る仲間がいることでさらに

努力をしたいと思えました。

私は将来シンガポールで日本のこと、世

界のことを正確に伝え、生徒の夢を全力で

応援する日本人学校の先生、インターナシ

ョナルスクールの先生になりたいです。努

力と笑顔を忘れず、夢に向かって走ってい

きます。

このように中国に行き、貴重な体験がで

きたのも同窓生の皆様のおかげです。私た

ちの海外派遣に協力して下さりありがと

うございます。絶対、将来に生かします。

誠にありがとうございました。
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寄付者名簿（敬称略） 平成 30 年 3 月 21 日現在

同窓会総会（菊池隆 佐藤タイ 藤代博之 伊藤彬 佐藤菜美 片方康晴 川村庸子

佐々木享） 盛岡黒陵会 黒北４５回生 第 48 回生黒陵会 同窓会市役所分会

東英夫 阿部榮夫 阿部悟 阿部修治 安部彦滿 阿部浩朗 阿部博典 阿部豊

有馬勝則 安藤利勝 安保訓子 安保コト 飯盛孝志 石川敬太 石川秀司 石母田清子

泉舘敦 泉山愛子 板宮成悦 市川園子 伊藤彬 伊藤雄康 伊藤勝彦 伊藤甚八

伊藤右隹 臼井ちさと 梅原孝 江釣子卓也 遠藤忍 及川三郎 及川総司 及川達彦

及川達也 及川直孝 及川政己 及川優 及川宗享 及川量平 及川礼子

大園（亀丸）伸子 大友八千代 大庭典哉 大山孝詞 奥山（菊池）紀子 押切秀一

小田島清博 小田島国郎 小田島秀一 小田島晴教 小田島正明 小田島光子

小田島幸雄 織田未央 鬼柳攻 小野寺信幸 小原磯則 小原薫 小原欣哉 小原繁

小原誠市 小原朋子 小原寛 小原善則 小原芳郎 小山仁 小山隆 小山雄士

柿澤瑞生 片方威 桂松香 門脇重登 金原良史 鎌田龍児 鎌田龍児 芳野重

加留部政子 川村耕 川村庸子 川村庸子 菅野光雄 上原耕太郎 菊池イツ子

菊池征子 菊池崇 菊池隆 菊池恒男 菊池浩 菊池励一 城戸英夫 城戸良公

城戸良公 木村正智 金田一叶 久保順子 熊谷隆 熊谷健 桑原啓 郡司泰男

後藤正夫 後藤雄四郎 小松江利子 昆憲治 今野國夫 昆野澄夫 紺野靖恒 斉藤敦子

斉藤智 斎藤次彦 斎藤日昜 酒井康雄 坂本由喜子 佐々木恭基 佐々木一伸

佐々木恵子 佐々木憲信 佐々木隆 佐々木享 佐々木正幸 佐藤和広 佐藤穣治

佐藤タイ 佐藤隆夫 佐藤武彦 佐藤ノリ子 佐藤博信 佐藤朗 佐藤美奈子 佐藤攸子

澤田育生 司東礼津子 清水幾太郎 庄司博 白川英里子 菅沼睦子 菅原新悦 菅原孝

菅原弘子 菅原洋一 菅原義行 菅原隆治 鈴木健策 鈴木正朝 鈴木洋一 住友とみ子

髙杉莉代 高橋育郎 高橋一郎 髙橋和彦 高橋景子 髙橋研也 髙橋里永子 高橋悟

高橋寿一 高橋俊 髙橋卓也 髙橋義柄 髙橋忠利 髙橋忠徳 髙橋輝夫 髙橋徹

髙橋冨男 高橋智宏 高橋伸彦 高橋英明 髙橋英夫・廣子 髙橋昌男 高橋正助

髙橋召 高橋康文 髙橋唯 高橋良和 髙橋義和 高橋由蔵 高橋捷友 竹田登代子

武田勝 武田美奈子 多田和広 多田司 立花勇藏 谷藤豊子 田村和子 田村米雄

千田有子 千田健生 千田敏夫 千田典男 千田隆司 千葉一矢 千葉胤行 千葉哲

千葉尚 千葉博子 辻市雄幸 坪田美恵子 寺田（柴田）喜久子 照井一彦 照井隆夫 豊

田悦子 内記孝洋 中込昭弘 中嶋富佐子 長野重樹 沼田陽子 野崎好治

野里由紀子 野原修一 灰原宇多子 長谷川玄也 畠山宏道 平野正 平野哲夫

平野モリ子 平野良夫 深澤千里 深澤寿比古 布佐公良 藤代博之 藤原榮 藤原義延

古川純平 戸来章 前田征子 前田益生 松本貴之 松本敏宏 松本宏之 松本美由紀

三田哲雄 三田紀房 南川昌光 宮川キタ 盛田洋太郎 八重樫則実 八重樫孝志

八重樫輝男 八重樫成子 八重樫裕司 八木美紀子 山崎映子 山崎佐和子 山谷健一

遊佐ヒデ子 遊佐誠 遊佐誠道 吉田吉明 吉田芳男 吉津哲夫 渡邊和泰 渡邊直子

和野内清彦 黒北ＰＴＡ

（３／２２～４／２６の寄付者名簿 － 平成 30 年度の会計に入れます）

早坂八郎 及川政直 野崎好治
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研修風景

（於：テクノセンター） （於：東京彫刻工業株式会社）

（於：久田有限公司） （於：オプティロム）

（四川料理の昼食 オプティロムの （於：第一電材 岩谷堂にも支店あり）

石井社長にごちそうになりました。）

（於：ＤＪＩ） （於：深圳大学）


